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発刊にあたって

長崎県松浦市は平成18年の一市二町の合併後、地域の活力の

基本といえる「人」に焦点をあてた政策の推進に努めています。

この政策の一つに、福岡都市圏と「人」の交流を掲げています。

交流は現在だけではなく、古来の人々も海や陸を介して中国大

陸や朝鮮半島と交流を行っていました。それらは、市内の各地

に所在する文化財が物語っています。

松浦市では各種開発と埋蔵文化財の保護・調整のため、平成

7年度より国庫補助を受けて、確認・試掘調査を実施しています。

本書は平成24年度から平成26年度に確認・試掘調査を実施した

その報告になります。

本書が松浦市の埋蔵文化財保護への理解と認識を深める一助

となるとともに学術研究の資料として広くご活用いただけまし

たら幸いに存じます。

最後になりましたが、文化庁・長崎県教育委員会及び関係者

の方々のご協力により本書を刊行することができましたことに

対して、ここに心から謝意を表します。

平成27年 3月31日

長崎県松浦市教育委員会

教育長松尾 紘



例ロ

1. 本書は、平成24年度から平成26年度にかけて実施した松浦市内の遺跡の確認・試掘調査の報告と

平成13年度から平成14年度の神崎港改修工事に伴う鷹島海底遺跡緊急調査で出土した遺物のうち

から報告をしていない鉄製品の透過X線撮影調査と X線CT調査の画像を付した報告である。

2. 調査は、国庫補助及び県費補助を受けて松浦市教育委員会文化財課が主体となって実施した。

3. 調査及び本報告書作成にあたっては、長崎県教育委員会学芸文化課をはじめ、多くの方にご指導

ご協力を賜った。

4. 調査は、江上正高（平成24年度）、合澤哲郎（平成25年度）、鈴木美奈都（平成25・26年度）が

あたった。

5. 出土した遺物の実測・製図・ 拓影図の作成は宮崎朝美、吉野貴子、江上、鈴木があたり、遺物の

写真撮影は江上、鈴木があたった。鷹島海底遺跡出上遺物の実測は大信技術開発・埋蔵文化財サ

ポートに委託した。なお、図版の縮尺は不統一である。

6. 第VI章の鉄製品の調査では、 X線CT調査を九州国立博物館にご協力を得た。また、透過X線撮

影調査は、長崎県埋蔵文化財センターのご協力を得て、分析結果の画像の報告はそれぞれより承

認を得て掲載した。

7. 本書で用いている方位は磁北である。

8. 本書の執筆は第Il・III・VII章を江上、第VI章を合澤、第 I・N・V・Vlll章を鈴木、編集を中田敦

之の協力を得て鈴木があたった。

9. 本書にかかわる出土遺物は、松浦市生涯学習センター（松浦市志佐町浦免1483番地 1)郷士資料

室で収蔵・保管している。また、今回報告した鷹島海底遺跡出土鉄製品は、松浦市立鷹島埋蔵

文化財センター（松浦市鷹島町神崎免146番地）で収蔵・保管している。
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第 I章はじめに

1. 調査に至る経緯（第 1図 表 1)

松浦市における埋蔵文化財保護行政は長崎県教育委員会の指導のもと、文化財保護法に基づき立会

調査や確認調査など積極的に実施している。その成果もあり、現在では閲発行為を行う際の事前に文

化財保護に関する照会や届出の増加は埋蔵文化財の周知が整いつつある。

平成24年度の法第93条・第94条関係届出等の件数は15件で、このうち国庫補助・県費補助事業（以

下、補助事業という）関係で実施した確認調査件数は、 3件である。

平成25年度の法第93条• 第94条関係届出等の件数は 7件で、このうち補助事業関係で実施した確認

調査件数は、 2件である。

平成26年度の法第93条・第94条関係届出等の件数は 9件で、このうち補助事業関係で実施した確認

調査件数は、 3件である。

3年間の傾向として市域では民間開発事業の減少の傾向を示している。また、県教育委員会による

西九州自動車道建設に伴う本調査が平成25年度まで行われていた。市街地周辺部での照会の増加傾向

は、開発が進んでいることの現われである。

番号遺跡名

1 姫神社遺跡 5次

2 青島遺跡2次

3 栢ノ木遺跡 (26次・ 27次・ 28次）

4 久保園遺跡（隣接地.8次）

5 寺ノ尾A遺跡

6 鷹島海底遺跡
2
 

＼
嚇
‘
r‘ 

第 1図 平成24年度から平成26年度 所収遺跡位置図 (1/100, 000) 
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表 1 平成24年度から平成26年度の法第93条 ・94条関係届出等一覧表

年度 遺跡名 届出地 事業内容 事業主 処置

24 八幡山城跡 今福町東免 道路建設工事 国士交通省 慎重工事

今福遺跡 今幅町仏坂免 道路建設工事 国上交通省 慎重工事

八幡山城跡 今福町浦免 道路建設工事 国上交通省 工事立会

中ノ瀬遺跡 今福町浦免 道路建設工事 国土交通省 工事立会

今福遺跡 今福町仏坂免 道路建設工事 国土交通省 慎重工事

刈萱城跡 星鹿町岳崎免2283番地 8 テレビ中継所等撤去工事 日本放送協会 慎重工事

刈萱城跡 星鹿町岳崎免2283番地 8 テレビ中継所等撤去工事 長崎放送（株） 慎重工事

田口高野遺跡 御厨町西田免 地籍調査 松浦市 慎重工事

葉山六地蔵 御厨町小船免 地籍調査 松浦市 慎重工事

姫神社遺跡 星鹿町北久保免682番地 養護老人ホーム改築工事 （福）和光福祉会 確認調査

鷹島海底遺跡 鷹島町神崎免地先 学術調査 琉球大学・ 松浦市 確認調査

青島遺跡 星鹿町青島免856番地 1 無線基地局電気通信設備新設工事 ソフトバンクモバイル（株） 確認調査

鷹島海底遺跡 鷹島町神崎免地先 学術調査 琉球大学・松浦市 確認調査

栢ノ木遺跡 志佐町栢木免1726番地 用排水路設備整備 個人 慎重工事

栢ノ木遺跡 志佐町栢木免49番地 2 用排水路設備整備 個人 確認調消

25 辻ノ尾遺跡 志佐町浦免738番地 1 学校敷地の舗装工事 長崎県知事 慎重工事

今福遺跡 今福町仏坂免 道路建設工事 国土交通省 発掘調査

久保園遺跡（隣接地） 志佐町里免244番地 1・3 住宅建築 個人 試掘調査

鷹島海底遺跡 鷹島町神崎免地先 学術調査 琉球大学・松浦市 確認調査

中ノ瀬遺跡 今幅町東免 道路建設工事 国土交通省 慎重工事

栢ノ木遺跡 志佐町栢木免 範囲確認調査 個人 確認調査

26 今福遺跡 今福町仏坂免 道路建設工事 国土交通省 慎軍工事

寺ノ尾A遺跡 御厨町下登木免305番地 1•5 住宅建設 個人 慎重工事

黒岩岩陰遺跡 志佐町横辺田免 地籍調査 松浦市 慎重工事

狸岩岩陰遺跡（隣接地） 福島町塩浜免 溜池整備 県北振典局 慎重工事

鷹島海底遺跡 謄島町神崎免地先 学術調査 琉球大学・松浦市 確認調査

鷹島海底遺跡 鷹島町原免 港湾工事 県北振典局 慎重工事

鷹島海底遺跡 鷹島町原免 港湾工事 県北振興局 慎重工事

栢ノ木遺跡 志佐町栢木免96番地 1・98 範囲確認調査 松浦市 確認調査

久保園遺跡 志佐町高野免109番地 2 無線基地局新設工事 KDDI (株） 慎重工事
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2. 調査の組織（敬称略）

調査主体 松浦市教育委員会事務局

文化財課

整理補助員

調査参加者

教育長 松尾紘

教育次長 今西 誠司（平成26年 3月31日まで）

課 長

課長補佐

係 長

主 査

;,,.-4 子 -fr云貝I=コ

主事補

黒JII 

中田

内野

小澤

服部

合澤

鈴木

政信（平成26年 4月 1日から）

敦之

義 （平成26年 4月 1日から）

智彦

浩史（平成26年 3月31日まで）

哲郎（平成24年 9月 1日から）

涼華（平成26年 4月 1日から）

嘱 託 江上正高（平成25年 3月31日まで・現田川市役所）

嘱 託 鈴木美奈都（平成25年12月 1日から）

宮崎朝美• 吉野貴子

池田正子・石黒小夜子・川久保義之・ 久保川隆司• 坂本秀則・坂口盛行・

田中節子・竹山勝治・中川ヨシ子・中島カズ子・冨本敏子・前田数子・

前田義孝・増本義隆・増本ツギ子・松永セッヱ• 松永チエ子・森淑子・

毛利重信•森山浩一郎・森山八重美・ 吉田末千子・吉山猛・渡口洋子

調査協力者 市山延雄・ 今里豊己・北） II 浩幸・久保川隆司• 久保川茂吉・高谷シゲ子・

堤博俊・堤寿栄子・冨山不二夫・中川五一郎•藤田温• 松田清志・

松田格栄• 松田優子・松永知雄・慎弓富代• 宮本優美・山口ゆかり

社会福祉法人和光福祉会・ソフトバンクモバイル株式会社・

KDDI株式会社
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第II章地理的・歴史的環境

1 . 地理的環境

長崎県本土の北端に位置する松浦市は九）・H島の西北部、北松浦半島の北部に位置し、黒島・鷹島・

福島・飛島・青島などの島々から構成される。市域は南に山麓、北に海域に接する「南高北底」の地

勢を呈する。この山麓が県・市境となり、東西に長い市域である。県境は国見山 (776m)を最高峰に、

八天岳から隠居岳と南北に続き、北と西に標高を下げながら海へ没する。

市域の地形は、溶岩台地・第三紀層・沖積層・ 洪積層と大きく 4つに分類される。まず、玄武岩の

溶岩台地が山麓に展開する。この台地は北松浦半島全域を覆っている。次に第三紀（佐世保層群・ 福

井層）層は、緩やかな起伏をもつ砂岩や泥岩で堆積し市域の晶盤を形成する。また、北松浦半島一帯

は北松炭田として昭和30(1950)年代に栄えたが、炭田は狭炭層を含む第三紀層と砂礫層の互層から

形成されているため、地すべりの多発地帯でもある。そして沖積層は、志佐川流域で最も展開がみら

れるが、今福川流域において確認できる。これらの河川は、上流から下流までの長さが短く急傾斜地

を流れている。そのため、第三紀層を削り幾度となく氾濫している。洪積層（段丘）は志佐川流域に

て展開が確認できている。また、鷹島・福島等の島々の地質は、玄武岩と第三紀層に分類されている。

2 歴史的環境

本市の歴史は旧石器時代より人々が活動した痕跡がうかがえる。ここでは時代ごとに述べる。

旧石器時代は、 46箇所の遺物散布地が確認されている。市域西部に位置する田口高野遺跡はAT火

山灰が確認され、台形石器やナイフ形石器が出上している。

縄文時代は、 94箇所が市全域において確認されている。田口高野遺跡は鬼界アカホヤ火山灰が確認

されている。下谷遺跡は21基のドングリ貯蔵穴跡や土坑跡が確認されている。また、鈴桶型石刃技法

より産出された腰岳産黒曜石製品が多数確認されている。鷹島海底遺跡で早期前葉の押型文土器、小

嶋古墳群では中期遺物包含層と考えられる土を古墳の封土に用いたと推測され、阿高系曽畑式土器、

石製品が出土する。その他に宮ノ下リ遺跡で晩期、今福遺跡で後・晩期の士器が出土するが、遺物包

含層の検出は限られている。

弥生時代から古代の遺跡の数は限られている。

弥生時代は、市域中心部に位置する志佐川流域で、栢ノ木遺跡が前期後半頃に甕棺墓・石棺墓の墓

域を形成し、後期前半には内行花文鏡やガラス玉を持つ集団と形成がうかがえる。また、対岸に位置

する久保園遺跡は、中期の甕棺墓を用いた墓域が確認されている。両遺跡に宮ノ下リ遺跡を加えた 3

遺跡は、志佐川が形成した環境によって育まれた重要な遺跡群として捉えられる。市域西部に位置す

る池田遺跡は、中期の甕棺墓が確認されている。市域東部に位置する今福川流域の中ノ瀬遺跡では、

弥生時代では本市初となる中期の円形の竪穴式住居跡が確認され、丘陵上に集落が営まれていたこと

が確認されている。

古墳時代は、市域西部に所在する小嶋 1号から 3号の古墳群、福島に所在する横島古墳や小島古墳、
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鷹島に所在する黛崎鬼塚古墳や宝ヶ峯 1号から 3号墳が築造されている。いずれも海岸部に位置し、

海洋氏の統率者の墳墓である。そのうち発掘調査が実施されたのは小嶋 1号墳、宝ヶ峯古墳群のみで

ある。いずれも円墳で横穴式石室を用いた古墳で、後期から終末期の古墳に位置づけられている。一

方、集落では宮ノ下リ遺跡より 4世紀後半から 5世紀代の竪穴式住居跡、栢ノ木遺跡より 6世紀後半、

今福遺跡で4世紀初頭頃と 6世紀後半の上師器や須恵器が出土している。

古代は、明確な遺構は確認されていないものの宮ノ下リ遺跡・久保園遺跡・ 今福遺跡より、緑釉陶

器碗や越州窯系青磁碗が出士している。今後の調査において、明確な遺跡の位置づけが求められてい

中世は、市域中心部に位置する楼楷田遺跡で12世紀頃の墓漿や掘立柱建物跡が確認され、出土遺物

より人々の往来がうかがえる。今福川流域の中ノ瀬遺跡で木棺墓や土壊墓、対岸の今福遺跡で11世紀

後半から14世紀中頃の土師器、中国産や朝鮮産の貿易陶磁器などが出土している。山城跡は市全域に

展開している。志佐川流域では陣ノ内城跡が築かれている。市域東部に位置する県史跡松浦党梶谷城

跡は標高約197mの城山山頂部に楕円形状に主郭を設け、外周に段築と石垣からなる山城跡である。

石垣の構築技法などから豊臣政権の文禄・鹿長の役に伴う改築様相を示している。辿物の主体は15世

紀後半から17世紀前半の陶磁器類が確認されている。また、同じく市域東部に位置する八幡山城跡は、

大きく北部の区域（北城）と南部の区域（南城）に分かれる。遺構は尾根筋を取り囲む切岸が配置され

る特異な構造を呈している。北部の区域は出土遺物より、 15世紀から16世紀後半頃に位置づけられて

いる。 一方、南部の区域は曲輪・切岸を中心とした一般的な形態を呈し、同一丘陵上で構造の違う城

郭跡が確認されている。鷹島海底遺跡は伊万里湾に浮かぶ鷹島の南岸に位置し、弘安四 (1281)年の

蒙古襲来の際、暴風雨により数千隻もの元軍の船が沈没した地点と伝えられる海底遺跡である。平成

23年秋には、琉球大学の研究チームが遺跡内の水深20mから25mの地点で「元の 1号沈没船」を発見

している。これまでの調査で出土した遺物は、海底に堆積したシルト質の土壌によって保たれ、分析

の結果、これらの遺物が弘安の役で沈没した元軍のものであり、文献史料と考古資料が一致する古戦

場跡として蓋然性が高まった。また、蒙古襲来は鎌倉幕府を崩壊させる遠因となった日本史上重要な

事件である。遺跡から出土する様々な遺物が、従来、文献・絵画等によってしか知られなかった蒙古

襲来の様相を具体的に明らかにしたことから、平成24年 3月27日に鷹島海底遺跡内の384,073.61面が

鷹島神崎遺跡として海底遺跡では日本初となる国史跡に指定されている。平成26年 3月には『国指定

史跡鷹島神崎遺跡保存管理計両書』を策定している。

近世は、集落や近世墓が楼楷田遺跡・池田遺跡・中ノ瀬遺跡、生産遺跡が松浦皿山窯跡で確認され

ている。市域は平戸瑞領に属するが、平戸ー伊万里間に平戸街道御厨筋の設置、今福では寛永十二 (1635)

年に分地、寛政二 (1790)年に押役所の設置など、藩の重要な機関及び交通の要所としてなっている。

産業では干拓や寛延二 (1749)年に赤岩炭坑の採掘が行われている。また、自然災害も頻発したと記

録が残っている。

近・現代は明治4 (1871)年の廃藩置県により平戸県、同年に長崎県、郡制施行で北松浦郡の管轄

となっている。この時期も産業として炭坑採掘• 干拓事業が継続して行われているが、炭鉱はエネル
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ギー革命の影誓を受けて昭和47 (1972)年の福島を最後に市域全ての炭鉱が閉山している。そして、

平成18(2006)年 1月 1日に松浦市・北松浦郡福島町・同鷹島町が合併して新しい「松浦市」が誕生

している。
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第III章 平成24年度確認・試掘調査の概要

平成24年度に確認・試掘調査を実施した姫神社遺跡、青島遺跡、栢ノ木遺跡について概説する。

1 . 姫神社遺跡第 5次調査

（第 2図～第 6図表3・4 図版 1)

立 地本遺跡は、市の西部、星鹿町北久保

免に位置し、標高 2mから30mの玄武岩台地上に

位置している。遺跡の中心部は昭和41年に日米合

同調査が行われた姫神社境内及び本殿に向かって

左側の民有地周辺である。本遺跡の範囲は東西約

200m、南北約400mの範囲に展開している。

調 査 7月4日付けにて養護老人ホーム改築工

事に伴う埋蔵文化財発掘の届出を受け、 7月 9日から

7月26日にかけて範囲確認調査及びその隣接地の試掘

調査を実施した。調査区は 2mX3mの7箇所、合計

42面を設定し、人力掘削による調査を実施した。

-7-

第3図 5次調査区設定図 (1/1, 500) 



検出遺構 当該地の現状は、植林された杉林及び自然林を呈しており、そのため全ての調査区の第

I層は、木根の影馨を受けた表土であった。Tl・T3・T4の第II層は粘性の風化土を、 T2は黄

褐色や赤褐色の風化土が確認できた。これらの風化土は玄武岩の影轡によって堆積したと考えられる。

T5・T6は第 I層の木根の影響を第II層まで受けていることが確認できた。 T7は第II層を除去す

ると自然礫の集中する箇所が確認された。この礫を除去すると炭化物の集中する箇所が認められた。

また、この集中する箇所より南で、陶器碗と長軸90cmX短軸46crn、深度約25cmで、灰色士を呈した楕

円形の土坑跡 (SK1) を確認した。炭化物が集中する箇所と土坑跡との関係は不明である。 SKl

の埋土は単層である。この土坑跡からは獣骨が出土し、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究

所松井章氏の鑑定の結果、牛歯の上顎骨と下顎骨とされる。歯の咬耗が進行していることから、年老

いた牛の牛歯と考えられる。残存状況は良好である。

T 1北壁

m 明赤褐色粘質土層

IV 、'
V II 

23. 400m I._廷ヒ壁

m~v層に玄武岩及び風化礫を含む

T6南壁

I 表土
11 赤褐色土層 （木根の影響を受け、土質は軟らかい）
m 明赤褐色土層（自然礫含む）

20. OOOm T 7北壁

22.600m 

I 表土 皿明赤褐色粘質土層
II 赤褐色粘質土層 N II 

皿 ・N層に玄武岩及び風化礫を含む

24.600m 

1 表土
11 赤褐色土層

（木観の影9を受け、土質は軟らかい）
皿 明赤褐色土層 （自然礫含む）
N 橙色土層
v 礫層
VI 赤褐色土層
vn 黒褐色土層 （炭化物含む）
vm 橙色土層

（炭化物わずかに含む）

10m 

第4図 5次調査区平面図・土層図 (1/40) 
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出土遺物 1は陶器碗である。現状は一部欠損しているがこれは人力掘削の影態を受けたものであ

る。器形は丸型で、器壁は厚い。施釉は全面に認められ、畳付は釉剥が施されている。外面に松文が

描かれている。なお、 T7SK1は出土状況より牛墓と推測されるため、牛墓に供えられた供膳具と

考えられる。 2・3は黒曜石製の削器である。 3は刃部が形成され、一部に表皮が残っている。全体

的に風化が認められる。

10cm 

第 5図 5次調査区出土遺物① (1/3) 

こ 口 ゜
5ca, 

第 6図 5次調査区出土遺物② (2/3) 
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2. 青島遺跡第 2次調査

（第 7図～第11図表3・4 図版 1)

立 地本遺跡は、市の北西部に位置する

星鹿半島の津崎鼻より約1.2m北方の玄界灘に浮

かぶ青島の南側に位置する。標高は約30mから

40mの東から西へ傾斜する玄武岩台地上に位置

している。第 1次調査ではナイフ形石器・台形

石器が採集されている。本遺跡より北側に壇ノ

上遺跡が位置している。

調 査 8月 3日付けにて無線基地局電気

通信設備新設工事に伴う埋蔵文化財発掘の届出

を受け、 9月4日から 9月11日にかけて範囲確

認調査を実施した。調査区は、 2mX3mの 2

箇所、合計12nfを設定し、人力掘削による調査

を実施した。

検出遺構 T 1・T 2ともに第 1層が T2南壁

表士、第 1I層が赤褐色粘質土層の自然堆

積層で、遺構は認められなかった。

-10-

第7図 青島遺跡位置図 (1/10, 000) 

第 8図 2次調査区設定図 (1/600) 

34. 600m 

-----..:-
I 表土
11 橙色粘質土層（粒子含む、地山）

r 

ffi II (粒子少ない、地山）
w 明赤褐色粘質土層 （地山）
v 赤褐色粘質土層 （地山）
II~V層に玄武岩礫層（拳大~40cmを含む）

r I 71関

第9図 2次調査区土層図 (1/ 40) 



出土遺物 全て表面採集した遺物である。 1は黒曜石製石鏃で、二等辺三角形状を呈し、両側縁は

直線的で交わる。基部の袂りは浅い。 2は基部と周縁の一部に欠損が認められる安山岩製石斧である。

3・4は黒曜石製の二次加工が認められる剥片で、 3は良質で、牟田産である。 4は不純物が含まれ

ており、腰岳産である。 5~7は須恵器である。 5は口縁部で器種は不明である。 6は坪身の天井部

で、内・外面に回転ナデの痕跡が認められる。 7は胴部で外面が格子目叩き痕、内面が同心円文当て

具痕が残っている。 8は輸入白磁の碗で、口縁部は一部欠損が認められるが玉縁を設けている。 9は

李朝陶器の碗で、底部から立ち上がりが残存する。全面に灰オリーブ色の釉を施し、内面底部に胎士

目跡が認められる。

鼻
1

贔
韓
＜二＞

＜墾雪>

2
 

口 ゜
5cm 

第10図 2次調査出土遺物① (2/3) 

汀亨 汎t’’ 

鼻l ~ 瓢 ,./一；こ ，

゜
10cm 

第11図 2次調査出土遺物② (1 / 3) 
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3 栢ノ木遺跡第26次調査

（第12図～第15図表3・4 図版 1・2)

立 地本遺跡は、市の中心部に所在し、調

査地は志佐川の支流である佐々山川左岸の標高約

13mから15mの河岸段丘上に位置している。

鯛 査 11月14日付けにて個人より水田の用

排水路施設設備工事に伴う埋蔵文化財発掘の届出

を受け、 12月3日から12月26日にかけて範囲確認

調査を実施した。当該地周辺はこれまで、第10次

・18次と範囲確認調査を実施してきた経緯がある。

調査区はT1・T 2の2箇所は0.6mX 5 mで、 T3から Tllの9箇所は 2mX3mで合計60rriを設

定し、人力による掘削を実施した。

第12図 栢ノ木遺跡位置図 (1/10, 000) 

佐々山川

［コは10次調査区

巨は18次調査区 ゜
10m 

第13図 26次調査区設定図 (1/1, 500) 

検出遺構 Tl から T3 は自然礫の堆積、 T4•T6·Tllは灰色や緑灰色砂礫土、埋土を確認し

た。 T5の第III層で橙色・赤褐色の砂礫土や灰色粘質土の堆積が認められた。 T7から TlOは灰色や

緑灰色の粘質土や砂礫土の堆積に、明赤褐色・浅黄褐色・赤褐色の粘質土や礫土の立ち上がりが確認

できた。これらより、 T5・T7から TlOの第皿層は、旧河道跡の堆積によるものと考えられる。
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T3北壁

巳
I ‘ I 耕作土

16. 100m T5北壁 16. 100m 

[
-
D
 

土

T7些壁

二三
15.200m 

三／
I 耕作土 IV 灰色粘質土層（マンガン含む、グライ化）

11 床土 v 明赤褐色礫土層

田 床土 (5cm程度の礫含む、旧河道の立ち上がりか？）

VI 灰色砂質土層

T9北壁

―― 
一 ~ ll 床土 皿礫層

m
 

13. 600m 

N 

I 
-41>---~~-d祁~~--<Z.硲

I 
1 耕作土 皿埋土
II 床土 lV 灰色砂質土層（上位は砂費、下位は自然礫）

1 耕作土

n 床土
m 旧水田

TS北壁

一—_
vm 

← 

I 

IV 旧水田、畦畔跡 V1I 赤褐色慄層 (5an~人頭大IT)懐含む）

v 埋土 VII 灰色粘質土層（マンガン含む）

VI 橙色砂礫土層 (5cm程度の礫含む）

vr-vn層は1日河道跡

15.200m 

T 

・ 頂

(11} ＂ 
m IV 

田
VI 

V Vll 

→-I I 

I 耕作土 V 灰色粘質土層（マンガン含む）

11 床土 VI 浅黄色粘質土層（玄武岩風化礫を含む）

m 埋土（拳大～人碩大礫含む） vn 赤褐色練層 (5cm~20cm程度の礫含む、

W 灰色粘質土層 旧河道の立ち上がりか？）

.で-....

Tll北壁 15. 100m 

ヤ―-
I 

V u 

＂ 
vn 

VI 

． 

I 耕作土 皿埋土 v 埋土

n 床土 W 埋土 VI 18水田
vn 旧水田

--i 

ほ喝

喜勺層範`
ざ→口遺物集中箇所 ―lJ -~I I I I; 

~ 

T10南壁 15. OOOm 

ビ 口
I 耕作土

11 床土
m 埋土

IV 緑灰色砂礫土層（小礫を少量含む）

v 暗緑色砂質土層

゜
1 m 

第14図 26次調査区平面図・土層図 (1/40) 
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出土遺物 1は口縁部から肩部まで残存する甕である。頸部付近の断面は厚く、内面は短い間隔で

横方向のケズリが施される。肩部内面はヘラケズリを施した痕跡がわずかに認められる。 2は口縁部

から肩部下半まで残存する甕である。 3は塊である。口縁部は外方向へ摘み上げることで頸部を作り

出している。その頸部下半に最大径を有する。底部はわずかに平坦面を有する。調整は内・外面ヘラ

ケズリが施されるが、内面はナデによってヘラケズリが消されている。 4は碗である。口縁部が内面

ヘ傾き、口縁部から体部にかけて最大径を有する。 5は口縁部から体部下半まで残存する婉である。

ロ縁部は 3と同様な口縁部の作りであるが、頸部の作り出しは 5が緩やかである。調整は外面の体部

に横方向のヘラケズリが施される。 6は口縁部から体部下半まで残存する碗である。 5と同様、口縁

部の作りは緩やかである。調整は外面の体部に強いヘラケズリが施される。7はわずかに平底を有す

る底部である。調整は内面に板ナデが施される。外面にハケが施されるが、その単位と幅は大きい。

8は丸底を有する底部である。9は1/2程残存するミニチュアの甕である。内・外面の底部に手頭

圧痕が認められる。 10は口縁部が残存する甕である。口唇部は粘±紐を帯状に貼付けている。 11は腺

と考えられる。残存する外面の上部に横走する二条の沈線、下部に一条の断面が台形の突帯を巡らし

ており、その間に波状文が施される。 12は口縁部が残存する碗である。 13は頸部から胴部まで残存し

ている甕と考えられる。肩部の外面は円弧状に櫛描文が描かれ、格子目叩き痕が認められる。内面は

同心円文当て具痕、 手頭圧痕後にナデが認められる。 14は甕と考えられ、外面が格子目叩き痕、内面

が同円心文当て具痕が認められる。 15は滑石製子持勾玉である。子持は表・裏面に各4箇所、左側に

1箇所、右側に 2箇所の合計11個作られている。 裏面の一部に黒斑が認められることから、被熱を受

けたと考えられる。
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15 

第15図 26次調査出土遺物 (1/3)
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第w章 平成25年度確認・試掘調在の概要

平成25年度に確認・試掘調査を実施した久保園遺跡（隣接地）、栢ノ木遺跡について概説する。

1 . 久保園遺跡（隣接地）調査

（第16図～第17図 図版 2)

立 地 本遺跡は、市の中心部を流れる志佐

川の右岸河岸段丘上に位置している。久保園遺跡

の調査はこれまで 7次にわたって調査を実施して

おり、弥生中期を中心とした集落跡と墓跡と中世

の集落跡である。輸入陶磁器等の遺物が出土して

いることから陣ノ内城に関連した集落と思われる。

遺跡の北側には中世の陣ノ内城跡が、南側には中

世の集落跡である宮ノ下リ遺跡が位置している。

調 査 9月18日付けにて個人住宅建築に

伴い、久保園遺跡の隣接地であることから遺跡

の範囲が拡大していないかを確認するため10月

1日から10月 3日にかけて試掘調査を実施した。

調査区は 2mX2mを2箇所設定し、合計sm
を人力掘削による調査を実施した。

第16図

TII 

-．
 

市
道
志
佐
里
線

{
 

101" 

第17図 調査区設定図 (1/400) 

検出遺構 T 1・T 2は表土を0.2~0. 3m取り除くとアスファルト・砕石の造成土に至り、約0.6

mで黄茶褐色混礫土の基盤層を確認した。遺構・遺物包含層は確認できなかった。

出土遺物 遺物は確認できなかった。
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2. 栢ノ木遺跡第27次調査

（第18図～第20図表3・4 図版 2・3)

立 地本遺跡は、市の中心部を流れる志佐

川西部の河岸段丘から佐々山川、庄野川流域の沖

積平野に広がる水田地帯にかけて位置している。

調 査調査は遺跡範囲を確認するため、 2

月24日から 3月17日にかけて、第 1区から第 3区

まで設定し範囲確認調査を実施した。

第 1区一帯は第22~24次、第 2区一帯は第12次、

第 3区一帯は第17次と範囲確認調査を実施してき

た経緯がある。第 1区は 2mX2mの調査区を 3

箇所と 2mX4mを基本とした調査区を 1箇所、

第 2区は 2mX2mの調査区を 6箇所、第 3区は 2mX2mの調査区を 2箇所設定した。第 1区から

第18図 栢ノ木遺跡位置図 (1/10, 000) 

第 3区まで合計12箇所設定し、最終的な調査面積は合計54.4面を人力掘削による調査を実施した。

e
 

□

/

 

¥ 

｀ 
亡コは17次調査区

゜
10m 

第19図
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検出遺構 全ての調査区の第 I層は耕作土である。 T1・T 2の耕作土を取り除くと直下に黄茶色

粘質混礫上の基盤層に至り、 T2には基盤層に掘り込まれる形でピットが一基検出できた。 T3の第

II層は撹乱層で、取り除くと黄茶色粘質混礫土の基盤層に掘り込まれる形でピットが二基確認できた。

他に検出できた遺構もあるが、削平されておりどのような性格か判断がつかなかったため不明遺構

(S X 1) とした。なお、不明遺構は完掘できたものの、基盤層まで掘ることができなかった。 T4

は耕作土を取り除くと黒色粘質土層（ボタ）に至り、ボタの埋土による造成が行われていることが確

認できた。

• 1• 
-I 

T2 

1-曝
T3 

/ I、1v .rr n 、ユ"¥.l I 

｀ ‘ I 
％ こ

T2南壁 14. 010m 

~ 
II 

I 耕作土 11 黄茶色粘質混礫層（地山）

T4南壁 15 OOOm 

- - _I_ . 

w 

VI 

''  
1 耕作土
11 灰色粘質土層
m 暗灰色粘質土層

IV 黒色粘質土層

TlO南壁

v 灰色粘質土層
VI 灰色粘土層
VI! 明灰色粘土層

V11 黄茶色粘土層

20 OOOm 

I 
_— 

n 
1 耕作土 n 黄茶色粘質混礫層（地山）

I 耕作土 1I 

Q
@
 

尋

ー

S< 

1
4
.
0
1
0
1
1
 

A
`
 

T3南壁 14.010m 

冨
1 耕作土 n 撹乱層 n 撹乱層 IV 明灰色粘質土層 (Pit)

V 黒色粘質土層（炭化物わずかに含む） VI 明灰色粘質土層 vn 黄茶色粘質混礫層（地山）

。
1m 

第20図 27次調査区平面図・土層図 (1/ 40) 
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T5からT7・T 9・10は耕作土を取り除くと直下に黄茶色粘質土の基盤層に達した。現状に至るま

での造成により削平されていることが確認できた。 T8は耕作土を取り除くと造成土に至り、赤褐色

玄武岩風化土の基盤層に至った。 Tll・T12は耕作土を取り除くと茶褐色混礫土の厚い埋土の下に黄

茶色岩盤を確認した。

出土遺物 1は黒曜石製の剥片で、二次加工が確認できる。 2は弥生土器の口縁部であるが、摩減

しており非常に残りが悪い。胎土に石英を多く含んでいる。 1・2ともにT3の不明遺構 (SX 1) 

から出土している。

- 羹 - 鼠ヽa~
＜ご二二二

/-{~ C), 口
a 3cm 

一第21図 27次調査出土遺物 (1/ 2) 
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第V章 平成26年度確認・試掘調査の概要

平成26年度に確認・試掘調査を実施した寺ノ尾A遺跡、栢ノ木遺跡、久保園遺跡について概説する。

1 . 寺ノ尾A遺跡第 1次調査

（第22図～第24図表3 図版3)

立 地本遺跡は、市の中心部より北西の御

厨町下登木免に位置している。遺跡の中心部を市

道中野寺ノ尾線が、南側には市道横久保白岳線が

走っている。本追跡周辺の南側に寺ノ尾B遺跡・

寺ノ尾c遺跡が位置している。

調 査 5月26日付けにて個人住宅建築に伴

う埋蔵文化財発掘の届出を受け、 5月29日から 6

月 2日にかけて範囲確認調査を実施した。 2mX

2mの調査区を 6箇所設定し、合計24rriを人力掘

削による調査を実施した。

第22図

第23図 1次調査区設定図 (1/600) 

検出遺構 全ての調査区の第 I層は耕作土であ T3北壁 84.500m 

る。耕作土を取り除くと赤褐色玄武岩風化土の基

盤層に至った。過去の造成により調査地全体が削

平されており、遺構・遺物包含層は確認できなか

った。

， 
:,__!.._ . ~-

II 

-7 I 表土

, II 玄武岩風化土（地山）

T5南壁 SUOOm 口::i岩風化土（地山）

ヽ

O 1m 

第24図 1次調査区土層図 (1/40) 

出土遺物 調査によって出土した遣物は全て耕作土からで、黒曜石製剥片、土師器片等が確認でき

た。
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2. 栢ノ木遺跡第28次調査

（第25図～第27図表3 図版3)

立 地本遺跡は、市の中心部を流れる志佐）II 

西部の河岸段丘から佐々山川、庄野川流域の沖積平

野に広がる水田地帯にかけて位置している。

調 査調査は遺跡範囲を確認するため、 12月 1日

から12月12日にかけて、範囲確認調査を実施した。調査

区一帯は第 7次.8次・ 16次と範囲確認調査を実施して

きた経緯がある。 2mX3mの調査区を 6箇所設定し、

合計36mを人力掘削による調査を実施した。なお、埋め

戻しは、湧水があることから慎重を期して重機を活用し

た。

-21-

第25図 栢ノ木遺跡位置図 (1/10, 000) 

O 10m 

L.' —......_ .I 

第26図 28次調査区設定図 (1/600) 



検出遺構 全ての調査区の第 I層は耕作土である。 Tl・T2・T4・T5は湧水が激しく、地山

まで掘りきることが出来なかった。 Tlは撹乱層、灰色、黄茶色の粘質土層に至り、灰色粘土層を約

1. 5m掘り下げたところ、 T2・T4は人頭大の礫が入った分厚い埋土を約0.7m掘り下げたところ、

T5は粘士層を取り除き、青灰色粘質土層に至った約50cmのところで掘削を断念した。 T3・T6は

第1I層の灰色粘質土層を取り除くと玄武岩風化土の地山に達した。過去の調査も含め、調査区付近全

体が、現在の水田地帯に至るまでの造成により、本来の遺物包含層・遺構が削られていると考えられ

る。

I 

~,~ 
I 耕作土

T 1南壁| ゜
11 灰色粘質土層
m 黄茶色粘質土層

N ． s::: ill w 撹乱層
V ＂ V 
VI 明灰色粘質土層

ゴ
vn 灰色粘質土層 （マンガン多く含む）

VN vm 黄茶色粘質土層（ ” ） 

¥Ill IX 灰色粘土層

---lX -

T五□三〗□□ 丘 'i
耕作土
灰色粘土層
玄武岩風化土（地山）

l 
1 耕作土
II 灰色粘質混礫層 (2cm~10cm程度の礫）

T5北壁 2上雙!l'1' 皿 黄茶色粘土層（マンガン多く含む）

- 日 W 青灰色粘質土層

' - ___K_ -------

O 1m 

第27図 28次調査区土層図 (1/40) 

出土遺物 調査によって出土した遺物は、主に耕作土、撹乱層、造成土からで、黒曜石製剥片、弥

生土器片、近世磁器片等を確認できた。
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2 久保園遺跡第 8次調査

（第28図～第30図表3 図版 3)

立 地本遺跡は、市の中心部を流れる志佐

川の右岸河岸段丘上に位置している。遺跡の北側

には中世の陣ノ内城跡が、南側には中世の集落跡

である宮ノ下リ遺跡が位置している。

第28図 久保園遺跡位置図 (1/10, 000) 

調 査 12月 1日付けにて無線基地局新設工事に伴い、

久保園遺跡の範囲内であるため12月18日から12月19日にか

けて範囲確認調査を実施した。調査区は1.5m X 1. 5mを 1

箇所設定し、合計2.3対を人力掘削による調査を実施した。

゜
10m 

第29図 8次調査区設定図 (1/400) 

検出遺構 Tlは表土を取り除くと、撹乱層、

灰色粘土混礫の造成土に至り、玄武岩風化土の

基盤層が確認できた。遺物包含層、遺構は確認

できなかった。

田 ・n

N 

［ 耕作土

11 黄茶色粘質土層

1上竺Omm 撹乱層

W 灰色粘質混礫層
(10cm~20cm程度の礫含む）

v 玄武岩風化土（地山）

一
V
 ゜

1 m 

第30図 8次調査区土層図 (1/40) 

出土遺物 調査によって出土した遺物は、全て耕作土と撹乱層からで、近世磁器片、白磁片が確認

できた。
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第VI章 鷹島海底遺跡出土鉄製品の透過X線撮影調在・

X線CT調壺について

1 . はじめに

鷹島海底遺跡から出土する金属製品、特に鉄製品の多くは、蒙古襲来から現在までの約730年もの

歳月にわたり、海底面下に埋没していた影響により、貝殻や砂を巻き込んだ厚い錆に裂われており、

遺物本来の使用用途について、形状から把握することが非常に難しい状況である。

しかしながら、透過X線撮影調査やX線CT調査を行うことにより、厚い錆に毅われた遺物内部に

ある本来の遺物の形状や遺物の状態を知ることができる。

今回、平成13年度から平成14年度にかけて神崎港改修工事に伴う鷹島海底遺跡緊急調査で出土した

鉄製品について、独立行政法人国立文化財機構九小卜1国立博物館でのX線CT調査と長崎県埋蔵文化財

センターでの透過X線撮影調査を行ったので、その成果を報告する。なお、調査はまず長崎県埋蔵文

化財センターで透過X線による撮影を行った後、遺物内部に特異な形状が確認できたもの、遺物の内

部の画像が不明瞭なものについては九州国立博物館でX線CT調査を行うことにした。調査では、鉄

製品は錆化が著しく進行しており、メタル分は失われ、遺物の形をした空洞が内部にあることが分か

った。遺物の形状はX線CT画像では黒色、透過X線撮影画像では白色の影で表示されている。本文

中の計測値はX線CT画像より求めた数値であり、遺物から求めたものではない。今回報告している

鉄製品については『松浦市文化財調査報告書第 4集 松浦市鷹島海底遺跡 総集編2011』遺物一覧

表で報告したもののうち、整理ができた欽製品に限っている。

以下、調査を行った遺物の内、特徴的な結果が得られたものを紹介する。

4は釘と報告している。透過調査により、鉄釘だけでなく、内部に板状の遺物があることが分かっ

た。更に詳しく内部構造を調査するため、 CT調査を行った結果、板状遺物の中に欽具などに見られ

る刺鉄があること、遺物は板状で四隅に釘が残存していることが分かった。釘の残存長は約 9mm、頭

部幅は約 2mmである。板状部分の厚みは約1.2mmである。画像では、板状遺物の表面が白く表示され

ることから、メッキ処理が施されている可能性があると考えられる。

5~8は板状鉄製品と報告している。 CT調査により、湾曲した板状鉄製品が錆化、溶着したもの

であることが分かった。遺物の形状より腔当てか籠手の一部であった可能性があると考えられる。

9は角釘、その他と報告している。 CT調査により、角釘であることが確認できた。釘の先端部の

錆の中に輪状の鉄製品が確認できた。輪状鉄製品の残存状態が悪いため、本来の形状は不明である。

28は矢束である。矢が胡禄などにまとめられた状態で錆化している。 CT調査の結果、内部に矢が

隙間なく密集していることが確認できた。また、断面画像より 80本以上の矢が内部にあることが確認

できた。

-24-



◎
 2

 

◎ 

瓜●
◎ 

4
 

こ三

I I 3 

◎
 

6
 

勺

゜

7
 

t三デ

゜
15cm 

第31図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像① (1 / 3) 
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第32図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像② (1/3) 
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第33図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像③ (1/3) 
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第34図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像④ (1/3) 
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第36図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像⑥ (1/3) 

38は鉄剣と報告している。 CT調査の結果、鉄剣ではなく鉄刀であり、鍔が確認できたことから鉄

刀の柄の周辺部であることが分かった。鉄刀の刀身は残存しておらず、鞘の部分が錆化している状態

である。また、錆の中に餃具と考えられる銅製帯金具があることも明らかになった。餃具の刺鉄は欠

損している。

39は鉄釘と報告している。透過調査、 CT調査の結呆、鉄鏃であることが分かった。並んだ 2本の

鉄鏃が錆化、溶着している。

45は鉄製品と報告している。透過調査の結果、鉤状鉄製品であることが分かった。用途不明。

48は鉄釘と報告している。透過調査の結果、刺又状鉄製品であることが分かった。先端部に刃が確

認できなかった。用途不明。

53は鉄釘と報告している。透過調査で角釘であることが確認できた。透過画像より、釘の周辺に木

質が錆化して残存していることが分かった。

71は鉄製品と報告している。透過調査の結果、角釘であることが分かった。透過画像より、釘の頭

部から先端までの形状が明らかになった。
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第39図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像⑨ (1 / 3) 
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第40図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像⑩ (1/3) 
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第42図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像⑫ (1 / 3) 
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第43図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像⑬ (1 / 3) 
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第49図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測図 ・X線画像⑲ (1 / 3) 
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第59図 鷹島海底遺跡出土鉄製品実測固 ・X線画像⑳ (1/3) 

78は棒状鉄製品と報告している。 CT調査の結果、杭のような遺物であることが分かった。杭表面

は鉄で毅われており、内部に木材が詰まっていることが確認できた。用途不明であるが、同形の遺物

として183がある。

83は鉄釘と報告している。透過調査の結果、角釘であることを確認できた。透過画像より釘の頭部

から先端までの形状が分かった。

86は箭（矢）束と報告している。 CT調査の結果、 60本以上の矢が内部に確認できた。また、 CT

画像より矢束は鏃の部分が欠損しており、錆化・溶着した箆の部分であることが分かった。

92は鉄製品と報告している。透過調査の結果、絞具であることが分かった。遺物の輪郭がはっきり

表示されなかったことから、鮫具の錆化が進んでいることが分かった。

93は鉄製品と報告している。透過調査の結果、箱状の板状鉄製品であることが分かった。板状鉄製

品は他にも見つかっており、同一個体の可能性もあると考えられる。

117は鉄釘と報告している。透過閻査の結果、鉄鏃であることが分かった。刃部の錆化が著しい。

透過画像より茎が箆に差し込まれていることが分かった。

118は鉄製品と報告している。 CT調査の結果、内部に蹄鉄状鉄製品と火打ち金を確認した。 CT

画像より、蹄鉄状鉄製品には少なくとも 4箇所に穿孔が確認できた。火打ち金は133のものとは中央

部の形状が異なっている。また、錆の中に絞具と考えられる構造も確認できた。
もろは

120は鉄製品と報告している。CT調査の結果、両刃の鈍であることが分かった。刃と柄を固定す

る輸状の口金も CT画像で確認できた。柄は欠損している。内部の錆化は進行しておらず、メタルの

部分が残っていることが分かった。
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122は鉄釘と報告している。透過調査の結果、鉄鏃であることが分かった。刃部の錆化が著しい。

茎が欠損している。

125は鉄釘と報告している。透過調査の結果、短剣であることが分かった。長さ約20cmで、柄の先

端がT字状であることを確認できた。柄から剣身までが一体の構造で、鞘に納められた状態のまま錆

化している。

131は箭（矢）束と報告している。CT調査の結果、 50本以上の矢が内部に確認できた。また、矢

と並ぶようにT字状鉄製品があることが分かった。 T字状鉄製品は錆化が著しく、断面の形状を確認

できていない。用途不明。

133は鉄製品と報告している。透過 ・CT調査の結果、火打ち金であることが分かった。 CT画像

より火打ち金の中央部は刃となっていることを確認できた。火打ち金は118の内部にも確認している

が、中央部の形状が異なる。

138は鉄釘と報告している。透過調査の結果、鉄鏃であることが分かった。刃部の錆化が著しい。

画像より箆が残存して、茎が差し込まれていることが分かった。

141は鉄釘と報告している。透過調査の結果、 角釘である ことを確認できた。また、 角釘と並ぶ形

で箆を確認できた。

149は鉄釘と報告している。透過調査の結果、鉄鏃であることを確認できた。

157は箭（矢）束と報告している。 CT調査を行ったが、 遺物内部に含まれる水分の影馨を受け、

CT画像が不鮮明である。しかしながら、矢束内部に矢が隙間なくあることを確認できた。

158は鉄製冑片と報告している。 CT調査の結果、冑破片であることが確認できた。また、庇と考

えられる部分と鉢の部分の間に鋲のような留め具がなかった、-と、鉄板が重なった箇所が確認でぎな

かったことから、 1枚の鉄板を加工して冑が作られている可能性があると考えられる。

159は鉄釘と報告している。透過調査の結果、茎があることから鉄鏃であることが分かった。

160は鉄製品と報告している。透過 ・CT調査の結果、鉤状の遺物とそれを支える棒状の遺物を針

金のようなもので巻いて固定していることが分かった。針金は幅約1.5暉である。用途不明製品であ

るが、同じ形状の遺物として166がある。

161は鉄釘と報告している。透過調査の結果、角釘であることを確認できた。中央の角釘に交差す

る形で 2本の棒状遺物があり、鉄釘と考えられていたが、透過画像より、箆である可能性もある。ま

た、遺物先端部の錆の中に中央部の角釘の横に並ぶ形で、もう 1本角釘があることを確認できた。

162は鉄製品と報告している。 CT調査の結果、輪状の遺物に角釘状の遺物があることが分かった。

輪状の鉄製品の直径は約45mmである。用途不明。

166は鉄釘と報告している。 CT調査の結果、鉤状の遺物とそれを支える棒状遺物を針金のような

もので固定していることが分かった。針金は幅約1.51Illllである。用途不明製品であるが、同じ形状の

遺物として160がある。

167は鉄製品と報告している。透過調査の結果、 二つの蝶番が重なった状態で、錆により溶着した

ものであることが分かった。蝶番は長さ約60mm、福約23mm、厚さ約 1mmの大きさで、 6箇所に小さな
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釘が打たれている。釘は最大幅約 2mmである。

174は鉄製品と報告している。透過調査の結果、角釘であることが分かった。また、透過画像より

錆の下に木質が残存していることも分かった。

176は鉄釘と報告している。透過調査の結果、鉄鏃であることが分かった。透過画像より、鉄鏃の

茎が箆に差し込まれていることが確認できた。

179は鉄製品と報告している。透過 ・CT調査の結果、錠であることが分かった。また、錠の掛け

金に、五つの金具が付けられていることも分かった。金具の錆化が進んでおり、形状は不明であるが、

金具の先端が薄い円形を呈しており、金具先端中央に開けられた穴を通るように輪状の金具が一つ取

り付けられていることが確認できた。また、 CT画像で白く表示される箇所があり、錠の一部にX線

が透過しにくい部分があることが分かった。メッキ加工をされている可能性があると考えられる。錠

の全長は97mm、幅30mm、厚さ 10mm。掛け金の直径は 3mmである。

180は鉄製品と報告している。透過調査の結果、両刃の鉄矛であることが分かった。また、鉄矛と

並ぶような形で不明棒状遺物が確認できた。

181は棒状鉄製品と報告している。 CT調査の結果、片刃の鉄矛であることを確認できた。また、

矛の袋部の部分を木製の柄に装着していることが画像より分かった。報告書第4集の中で182と同

-?  と記載していたが、 181、182ともに刃部であったため、別個体と考えられる。

182は棒状鉄製品と報告している。 CT調査の結果、片刃の鉄矛であることが分かった。また、矛

の袋部の部分を木製の柄に装着していることがCT画像より分かった。報告書第4集の中の遺物一覧

表では181と同一？と記載していたが、 181、182ともに刃部であったため、別個体と考えられる。

183は鉄製品と報告している。透過調査の結果、 78と同形の杭状の遺物であることが分かった。用

途不明。

184は鉄製品と報告している。 CT調査の結果、蝶番、鮫具が錆化して溶着したものであることが

分かった。また、帯金具と思われる輪状の金具も 2点確認できた。蝶番は168と同様の形状をしてお

り、長さ約45mm、幅約27mm、厚さ約1.5mmである。鮫具の長さは約43mm、幅約33mmである。

196は鉄製品（メタル有？）と報告している。透過 ・CT調査の結果、内部に勾玉状の金具が錆で

溶着したものであることが分かった。また、 CT画像より遺物の錆化が進み、メタル分が失われてい

ることが分かった。金具の全長は約45mm、最大幅約20mm、匝さ約20mmで、内部に 6点が確認できた。

用途不明。

197は鉄釘と報告している。透過調査の結果、角釘であることを確認できた。また、錆の下には木

質が残存していることが分かった。

199は鉄製金具と報告している。 CT調査の結果、四角形状の構造と刺鉄の存在から、絞具である

ことが分かった。また、絞具・刺鉄に直交する形で帯状の金具が巻かれていることが分かった。

201は鉄釘と報告している。透過調査の結果、鉄刀の先端部、もしくは片刃の鉄矛の先端部の可能

性があると考えられる。

205は鉄釘と報告している。透過調査の結果、角釘であることを確認できた。また、透過画像より
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迪物表面の錆の下には木質が残存していることが分かった。

2. 章結

今回、鷹島海底遺跡出土鉄製品に対して、透過X線撮影調査 ・X線CT調査を行った結果、鷹島海

底遺跡で出土例のなかった火打ち金、蹄鉄、錠などが発見された。用途不明ではあるが、形状が判明

した遺物もある。また、従来より遺物の使用用途が分かっていた遺物に関しても、法量や状態を確認

することができた。鷹島海底遺跡出土鉄製品は表面が錆に毅われており、見た目では錆の塊にしか見

えないが、鉄釘・矢束の内部に木質が残存している遺物があることも確認できた。 X線調査を行うこ

とで、内部の木質の収縮・変形、遺物の破損を未然に防ぐことができる。

さらに、 X線による調査で得た情報をもとに、更なる調査研究が進展することになり、その結果を

世界に向けて発信していくことで、海外の研究者との連携、協力に繋げていくことができる。

X線による調査は、鷹島海底遺跡出土鉄製品を調査する上で非常に有効な方法であることが実証さ

れた。
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表2 鷹島海底遺跡出土鉄製品 X線調査結果一覧表
KZK01 (平成13年度）緊急謁査出土遺物一覧表

挿図番号
遺物

種別 遺物名
透過 X線

X線調査での遺物名 備 考番号 X線 CT  

第31図 1 15 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第31図 2 33 鉄製品 釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第31図3 34 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第31図4 35 鉄製品 釘 ◎ ◎ 角釘

第31図5 36 鉄製品 板状製品 ◎ 板状鉄製品（腔当て？）

第31図6 37 鉄製品 板状製品 ◎ 板状鉄製品（腔当て？）

第31図 7 38 鉄製品 板状製品 ◎ 板状鉄製品（腔当て？）

第31図8 39 鉄製品 板状製品 ◎ 板状鉄製品（腔当て？）

第32図9 44 鉄製品 角釘、その他 ◎ 角釘・輪状鉄製品

第32図10 45 鉄製品 角釘 ◎ 角釘

第32図11 46 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第32図12 47 鉄製品 釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第32図13 48 鉄製品 曲がり釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第32図14 50 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第33図15 53 鉄製品 釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第33図16 54 鉄製品 不明V字形 ◎ 角釘 釘 2本有

第33図17 61 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第33図18 62 鉄製品 不明 ◎ 角釘

第33図19 93 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第33図20 95 鉄製品 不明 ◎ 角釘 釘 3本有

第34図21 96 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第34図22 97 鉄製品 槍？釘？ ◎ 角釘

第34図23 149 鉄製品 釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第34図24 157 鉄製品 不明（釘？） ◎ 角釘

第34図25 160 鉄製品 角釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第34図26 165 鉄製品 不明 ◎ 角釘

第34図27 178 鉄製品 不明 ◎ 角釘

第35図28 184 鉄製品 矢束 ◎ 矢束 木質残存、矢は約80本以上有

第35図29 208 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第35図30 211 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第36図31 213 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第36図32 233 鉄製品 釘 ◎ 角釘 木質残存

第36図33 234 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第36図34 236 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第36図35 237 鉄製品 釘 ◎ 角釘

第36図36 244 鉄製品 不明（鉄板状製品） ◎ 不明（鉄板状製品）

第36図37 245 鉄製品 不明（鉄板状製品） ◎ 不明（鉄板状製品）

第37図38 451 鉄製品 鉄剣

゜
◎ 鉄刀・絞具

◎：調査済（図版使用） 0: 調査済

KZK02 (平成14年度）緊急調査出土遺物一覧表

挿図番号
遺物

種別 遺物名
透過 X線

X線調査での遺物名 備 考番号 X線 CT 

第37図39 22 鉄製品 鉄釘 ◎ 

゜
鉄鏃 鉄鏃2本有

第37図40 24 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第37図41 33 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第37図42 34 鉄製品 腐食鉄 ◎ 腐食鉄 木質残存

第37図43 40 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第38図44 50 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第38図45 51 鉄製品 鉄製品 ◎ 鉤状鉄製品

第38図46 55 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第38図47 56 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第38図48 58 鉄製品 鉄釘

゜
◎ 刺又状鉄製品
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挿図番号
遺物

穫別 遺物名
透過 X線

X線調杏での遺物名 備 考
番号 X線 CT 

第38図49 60 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第38固50 63 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘

第38図51 64 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第38図52 66 鉄製品 鉤状鉄製品 ◎ 角釘

第38図53 77 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 木質残存

第38図54 99 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第39図55
10'2 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘
-j 

第39図56
102 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘
-2 

第39図57
!02 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘
-3 

第39図58
102 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 釘 2本有
-4 

第39図59
102 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 60と接合可
-fi 

第39図60
102 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 59と接合可
-6 

第39図61
102 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘-7 

第39図62 108 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第39図63 109 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第39図64
118 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘-I 

第39図65
ll8 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘
-2 

第39図66
118 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘
-3 

第39図67
118 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘-4 

第39図68 134 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第40図69 140 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第40図70 145 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘

第40図71
165 

鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘
-) 

第40図72
Tii5 

鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘-2 

第40図73
165 

鉄製品 鉄製品 ◎ 錆塊？
-3 

第40図74 186 鉄製品 鉄製品 ◎ 不明鉄製品

第40図75
187 

鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘
-J 

第40図76 187 
鉄製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品

-2 

第40図77
187 

鉄製品 鉄製品 ◎) 板状鉄製品
-3 

第4l図78 208 鉄製品 棒状鉄製品

゜
◎ 杭状鉄製品 木質残存

第41図79 209 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第41図80 221 鉄製品 鉄製鍋または冑か ◎ 板状鉄製品

第41固81 222 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第41図82 225 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第41図83 230 鉄製品 鉄釘 ◎ 

゜
角釘

第41図84 233 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第42図85 240 鉄製品 板状鉄製品（冑破片） ◎ 

゜
板状鉄製品

第42図86 327 鉄製品 箭（矢）束 ◎ 矢束 木質残存、矢は約60本以上有

第42図87 387 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第42図88 388 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第42図89 389 木製品 船材（外板） ◎ 角釘 台帳上は木製品船材と記載しているが、剥落した錆塊を分析している。

第43図90 393 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第43図91 408 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第43図92 422 鉄製品 鉄製品 ◎ 絞具

第43図93 429 鉄製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品

第43図94 430 鉄製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品
-1 

第43図95 430 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘
-2 

第43図96 431 鉄製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品

第43図97 434 欽製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品

第43図98 436 鉄製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品

第43図99 437 鉄製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品

第43図100 438 鉄製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品

第43図IOI 441 鉄製品 鉄製品 ◎ 板状鉄製品
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挿囮番号
道物

種別 遠物名
透過 X線

X線調査での遺物名 備 考番号 X線 CT 

第44図102 444 木製品 船材（外板） ◎ 角釘 台汲上は木製品船材と記載しているが、剥落した錆塊を分析している．

第44図103
445 

鉄製品 外板の金属部分 ◎ 角釘 釘 2本有-1 

第44図104
445 

鉄製品 外板の金属部分 ◎ 角釘-2 

第44図105 445 
鉄製品 外板の金属部分 ◎ 角釘-3 

第44図106 445 
鉄製品 外板の金属部分 ◎ 鉄鏃-4 

第44図107
455 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘-1 

第44図108
455 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘-2 

第44図109
455 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘-3 

第44図110
460 

鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘-1 

第44図111
460 

鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘-2 

第44図112
460 

鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘-3 

第44回113
460 

鉄製品 鉄製品 ◎ 不明鉄製品-4 

第44図114
460 

鉄製品 鉄製品 ◎ 箆 箆 2本有木質残存-5 

第44図115
460 

鉄製品 鉄製品 ◎ 箆 木質残存-6 

第45図116 475 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第45図117 481 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第45図118 500 鉄製品 鉄製品 ◎ 梢鉄状鉄製品・火打ら金・餃具

第45図119 507 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘

第45図120 532 鉄製品 鉄製品

゜
◎ 鈍

第16図121 540 鉄製品 鉄製~(破片） ◎ 冑片

第46図122 553 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第46図123 554 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第46図124 555 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第46図125 566 鉄製品 鉄釘 ◎ 

゜
短剣

第46図126 639 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第46囮127 640 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第46図128 642 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第46図129 648 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘 釘 2本有

第46囮130 650 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘

第47図131 658 鉄製品 箭（矢）束 ◎ 矢束 ・T字状鉄製品 木質残存、矢は約50本以上有

第48國132 663 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第48図133 669 鉄製品 鉄製品

゜
◎ 火打ち金

第48図134 689 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘

第48図135 690 鉄製品 鉄釘？ ◎ 角釘 釘 2本有

第48図136 697 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第48図137 702 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第48図138 704 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第48図139 705 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第48尻140 707 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第48図141 716 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘・箆

第48図142 718 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第48図143 719 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 釘 2本有

第48図144 720 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第49図145 723 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第49図146 724 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第49図147 725 鉄製品 鉄製品 ◎ 棒状鉄製品破片 726と同一遺物か

第49屈148 726 鉄製品 鉄製品 ◎ 棒状鉄製品破片 725と同一遺物か

第49図149 727 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第49図150 734 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第49図151 735 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第49囮152 736 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第49図]53 738 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第49図154 739 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃
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挿図番号
遺物

種別 遺物名
透過 X線

X線調究での遺物名 備 考
番号 X線 CT 

第49図155 740 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第49図156 742 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第50図157 762 鉄製品 箭（矢）束 ◎ 矢束 木質残存 ・矢本数不明

第51図 158 797 鉄製品 鉄製冑片

゜
◎ 冑片

第51図159 843 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第51図160 898 鉄製品 鉄製品

゜
◎ 鉤状鉄製品

第51図161 919 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 釘 2本有、他2点棒状遺物有（箆か？）

第52図162 927 鉄製品 鉄製品

゜
◎ 角釘状鉄製品・輪状鉄製品

第52図163 928 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第52図164 930 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第52図165 942 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第52固166 948 鉄製品 鉄釘

゜
◎ 鉤状鉄製品

第52図167 950 鉄製品 鉄製品 ◎ 0 蝶番 蝶番 2点有

第52図168 955 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第52図169 956 鉄製品 鉄釘 ◎ 不明鉄製品

第52図170 963 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第53図171 965 木製品 船材（隔壁梁材） ◎ 角釘 台帳上は木製品船材と記載しているが、剥落した錆塊を分析している。

第53図172 984 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第53図173 988 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃

第53図174 992 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘 木質残存

第53図175 999 鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘 釘 2本有

第53図176 1003 鉄製品 鉄釘 ◎ 欽鏃

第53図177 1009 鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄鏃

第53図178 1010 鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄鏃

第53図179 1020 鉄製品 鉄製品

゜
◎ 錠

第53図180 1034 鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄矛（丙刃）・不明棒状遺物

第54図181 1038 鉄製品 棒状鉄製品 ◎ 鉄矛（片刃） 木質残存

第55図l82 1039 鉄製品 棒状鉄製品 ◎ 鉄矛 （片刃） 木質残存

第GG図!OJ
1045 

欽製品 鉄製品 ◎ 

゜
杭状鉄製品 木質残存-,, 

第56図184
1045 

鉄製品 鉄製品

゜
◎ 鮫・牒番・輪状鉄製品

-h 

第56図185 1061 鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄鏃

第56図186 1063 鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄鏃

第56図187
1103 

鉄製品 鉄製品 ◎ 不明鉄製品
-I 

第56図l88
1103 

鉄製品 鉄製品 ◎ 角釘
-2 

第56図189
1103 

鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄剣破片？
-3 

第56図190
1103 

鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄鏃
-4 

第56図191
1103 

鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄鏃 鉄鏃 3本有、木質残存
-5 

第56固l92 1151 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

第56図193 1214 鉄製品 金属製品 ◎ 鉄鏃

第56図194 1238 鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃 荻鏃2本有、木質残存

第57図l95 1240 鉄製品 鉄製品 ◎ 鉄鏃

第57図196 1243 鉄剃品 鉄製品（メタル有？） 。 ◎ 勾玉状鉄製品 勾玉状鉄製品 6点有

第57図197
1262 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 木質残存
-n 

第57図l98
1262 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘
-b 

第57図199 1289 鉄製品 鉄製金具

゜
◎ 絞具

第57図200
1290 

鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘
-h 

第57図201
1290 

鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄刀破片（鉄矛破片？）
-i 

第57図202
1290 

鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃
-.1 

第57図203
1290 

鉄製品 鉄釘 ◎ 鉄鏃
-k 

第58図204 1294 鉄製品 箭（矢）束 ◎ 矢束 木質残存、矢は約60本以上有

第59図205 1299 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘 木質残存

第59図206 1325 鉄製品 鉄釘 ◎ 角釘

◎：調壺済（図版使用） 0: 調査済
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第VIl章志佐川流域の遺跡について

松浦市の中心部を北流する志佐川とその流域には、縄文時代から中世にかけて左岸に栢ノ木遺跡、

右岸に久保園遺跡や宮ノ下リ遺跡の 3遺跡が位置する。これまで集落や墓域が営まれたことが、発掘

調査より解明しつつある。そのため、これら 3遺跡について今後の調査やこれまでの資料の再幣理を

進め、志佐川流域の遺跡群として位置づけられるよう検討を重ねる必要があることを提示した（江上

2012 b)。そのため本章では、これまで資料化を進めた報告を行う。今回は栢ノ木遺跡第18次調査と

第23次調査の出土遺物、久保園遺跡第 3次調査と第 6次調査の出土遺物の報告である。

1 . 栢ノ木遺跡第18次・ 23次調査（第10図 表3 図版 5)

平成24年度に実施した第26次調査近辺には既報告された第18次調査、平成23年度に実施した第25次

調査近辺には既報告された第23次調査の未報告資料を含めた遺物の確認作業を行い、資料化を進めた。

1~7は須恵器である。 1は口縁部から肩部が残存する坪蓋で、 口唇端部は丸い。内面は口縁部と

肩部に強いナデを施す。外面は肩部に一条、口縁部から肩部にかけて二条の沈線を施す。 2は坪蓋と

考えられ、天井部に「¥/」のヘラ記号が施される。 3は口縁部から天井部にかけて残存する坪蓋で、

天井部にわずかに立ち上がりが認められることから、撮みがついていたと考えられる。 4は底部から

ロ縁部まで残存する高坪である。底部には脚部との接合痕が認められる。 5は高台付坪身で、高台は

「ハ」字状に広がり、端部は跳ね上がる。外底には「 x」のヘラ記号が施される。 6は脚裾部が残存

する高坪である。 7は脚部が残存する圏坪で、内面に「＼」ヘラ記号が施される。 8は土師器の碗で

ある。高台は貼付けで、断面形状は四角形を呈している。外底には静止糸切り痕が認められる。 9は

黒色土器の塊である。高台は貼付けを呈し、形状は「ハ」字状に開く。端部は板状圧痕が認められる。

内面はミガキが明瞭に認められる。 10は底部が残存する瓦器塊である。 11は底部が残存する青磁碗で

〗 ”斎·、>'> • -'、 ぺ.誓摯さ こニニ~. {、亨
,_~. ' ~. 

三三，- ' ' 三~6 量 ［
こ：三，/~\ 7

 

゜
10cm 

第60図 栢ノ木遺跡18次 ・23次調査出土遺物 (1/ 3) 
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ある。施釉は内面および外面の一部に認められ、底部と立ち上がりは露体を呈する。内面には貫入が

確かめられる。

2 久保園遺跡第 3次 ・6次調査（第61~64図 図版5)

‘‘ 

＼ 

2
 

第61図 久保園遺跡 1・2号甕棺 (1/ 8) 

久保園遺跡はこれまで 7次の調査が継

続されているが第 3次調査で 3基 (1~ 

3号甕棺）、第 6次調査で 1基 (4号甕

棺）の甕棺墓が検出されていた。しかし、

諸般の事情により 一部の報告が滞ってい

た経緯であったが平成24年度に整理作業

を進めたため、その報告を行う。

1は1号甕棺である。検出時は削平が

著しく、残存状態は極めて悪い。そのた

め、墓腺の平面形は不明である。埋置角

度はほぼ水平に近いn 甕棺は胴部から底

端部にかけて残存する。器面は摩滅が著

しい。色調は胴部半ばと下半内面の色調

は上半と下半で違いが見られ、上半は橙

色、下半は灰黒色を呈する。残存で器高

33.0cm、復元底径11.0cmを測る。

2は2号甕棺である。検出時底端部の

残存状況が良好でないものの底部から口

縁部まで残存する。口縁部は帯状の粘上

を貼り付け、断面はやや内傾を呈する。

最大径は胴部上半である。突帯は胴部中

位に 1条巡らせ、断面が三角形を呈する。

黒班は内・外面に認められる。残存で器

高81.5cm、復元口径68.0cm、復元底径

13. 8cmを測る。
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3は3号甕棺である。検出時は削

平の影響を受け、残存状態は悪い。

底端部から胴部にかけて残存する。

ロ縁部は内面へ張り出し、やや外傾

する。胴部最大径は中位である。突

帯は胴部中位よりやや下に 1条巡ら

せ、断面が三角形を呈する。穿孔は

突帯より上半に 1箇所と胴部下半に

1箇所の 2箇所に認められる。突帯

より上半の穿孔は径が大きく、 4cm

程の楕円形を呈する。胴部下半の穿

孔は 2cm程の楕円形を呈する。両者

とも外面から打ち欠いている。残高

で器高は66.Ocm、復元口径56.0cm、

底径12.4cmを測る。

4は4号甕棺である。検出時の堪

坑の平面形は隅丸の五角形に近く、

長軸1.25m、短軸1.20mを測る。埋

置角度は28度である。口縁部は帯状

の粘土を貼り付け、外面へ張り出し

ている。外面は胴部中位にハケが認

められるが、その他の部位は摩滅に

より不明である。胴部最大径は上位

である。突帯は胴部下半に 1条巡ら

せ、断面が三角形を呈する。底部は

平底を呈する。黒班は外面の胴部下

半と内面の胴部中位に認められる。

残高で器高は74.2cm、復元口径55.0

cm、底径10.6cmを測る。

5・6は4号甕棺内より出土した

甕棺の口縁部である。

., 4 

。
20cm 

第62図 久保園遺跡3・4号甕棺 (1/ 8) 
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7は 1号甕棺内に混入した龍泉窯系青磁碗である。口縁部から体部の資料である。焼成が不良であ

るため器面は粗い。この他に図化できない土師器椀が出土する。

==-p三 ＝＝. __ _Jここ二
5 6 

O 20cm 

.1―-: 
10.cm 

第63図 4号甕棺内出土遺物 (1/ 8) 第64図 1号甕棺内混入遺物 (1/ 3) 

3. 章結

両遺跡出土遺物について、本報告及び既報告と併せて時期の位置づけ及び若干の考察を述べたい。

栢ノ木遺跡で確認された須恵器を中心とする時期は、北部九J州の編年でIIIB期に位置づけられ、 NA

期まで続くようである。土師器は日常的に使用される器種が出土し、須恵器から求められる時期と符

合する。その後VI期に位置づけられる既報告の須恵器より、一時的な活動が伺える。

本市における古墳時代後期については調査事例も限られ、集落、埋葬施設等の様相は不明であるこ

とは述べた（江上2012a)。セットでは供膳具である坪蓋・坪身・高坪の出土事例が主体を占め、貯蔵

具である壺・甕は限られている。また、北部九）、1、|編年のlllB期に位置づけられる資料が多い。

一方、 本市の土師器の出士事例では供膳具は椀が多く、貯蔵具は壺・甕が確認できる。本市での須

恵器・土師器の出土事例は限られた遺跡より出土しているため、生活していた事は把握できるものの

遺構に伴った出土事例でないため、今後事例の増加が望まれる。

23次で確認された土師器・瓦器は、 11世紀後半から12世紀前半代に位置づけられる。 これらの遺物

も本市の限られた遺跡より出土が確認されている事から今後、詳細に検討しなければならない。久保

園遺跡より出土した甕棺は、 1号が形式不明、 2・4号が城ノ越式、 3号が汲田式に位置づけられる。

本市における棺を用いた埋葬方法は、栢ノ木遺跡で甕棺、池田遺跡で壺棺が確認されている。しかし、

栢ノ木遺跡は詳細な報告、池田遺跡は実測図が未報告であるため、実態は不明である。今後の報告が

期待される。また、 7より削平を受けた時期は、 13世紀以降と考えられる。 7次調査では遺物包含層

より土師器坪・小皿、輸入陶磁器等より 12世紀から14世紀に位置づけたが、本遺跡はこの時期以降に

開発が行われたものと考えられる。今後、詳細に検討しなければならない。

参考文献

中田 敦之2006 「松浦市内選跡確認調査」 (6) 松浦市文化財調査報告書第 6集松浦市教育委員会

中田 敦之 •松尾 昭子2009 「松浦市内遺跡確認調査」 (2) 松浦市文化財調査報告書第 3集松浦市教育委員会

江上 正高 2012 a r (伝）松浦市淀姫神社出土資料について」 長崎県埋蔵文化財センター研究紀要第 2号

江上 正高 2012 b 「松浦市内遺跡確認調査」 (2) 松浦市文化財調査報告書第 5集松浦市教育委員会
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第VI[章まとめ

松浦市では平成 7年度から 3ヵ年ずつの継続事業として、市内の埋蔵文化財の確認・試掘調査を実

施している。今回の報告書では、平成13年度から平成14年度の緊急調査で出土した鷹島海底遺跡の出

上遺物のうちから報告を行っていない鉄製品のX線調査の画像を付した報告も実施している。

報告した遺跡は、平成24年度に実施した姫神社遺跡第 5次調査・ 青島遺跡第 2次調査・栢ノ木遺跡

第26次調査、平成25年度に実施した久保園遺跡（隣接地）調査・栢ノ木遺跡第27次調査、平成26年度

に実施した寺ノ尾A追跡調査・栢ノ木遺跡第28次調査・久保園遺跡第 8次調査である。この 3ヵ年分

の報告と X線の調査で重要な事項を挙げてまとめとする。

栢ノ木遺跡は、本市における弥生時代の重要な遺跡として位置づけられており、範囲確認・試掘調

査を継続して実施している。また、これまでの確認調杏や本調査の結果から、弥生時代から中世にか

けての複合遺跡であることが確認できている。しかし、かつての集落の一部は、今では水田地帯とし

て利用されているため、遺物包含層が削平され、厚く堆積した埋士に覆われている。当時の集落跡は

変化を余儀なくされている現状であり、第27次・ 28次調査の結果からもその影響がうかがえる。第26

次調査では、第24次・ 25次調査に続き旧河川跡が確認できている。古墳期の遺物が多く出土し、長崎

県でも出土点数の少ない滑石製子持勾玉が完形で出土している。 1日河道に古墳期の遺物が確認できる

ことから、栢ノ木遺跡の古墳期を考える上で、貴重な資料が出土したことになる。

今回の調査とは別に、志佐川流域の遺跡群として位置づけるため、栢ノ木遺跡第18次・ 23次調査の

出上遺物、久保園遺跡第 3次.6次調査の出土遺物の再整理を行い報告に至った。栢ノ木遺跡は、中

世期に削平されていることや発掘調査の範囲に限りがあるが、甕棺・石棺墓が確認できている墓域と

その周辺に掘立柱建物が広がる集落が存在することが過去の調査からでも認められる。久保園遺跡の

甕棺の出土は、志佐川流域の遺跡群の墓域を考えるう えで重要な地点であり、いくつかの墓域の可能

性を示唆するものである。今後、志佐川流域の遺跡群として位置づけするためには、これまでの栢ノ

木遺跡の調査の未報告分の報告と既報告分の遺物の再整理を行い、栢ノ木遺跡だけでなく久保園遺跡、

宮ノ下リ遺跡の範囲確認調査を継続的に続けていくことが必要である。

一方、鷹島海底遺跡出土鉄製品の透過X線調査 ・X線CT調査を実施した結果、新たに火打ち金や

錠の存在が明らかになった。さらに、用途不明の特殊な形状をした遺物があることも明らかとなった。

鷹島海底遺跡出土遺物は蒙古襲来の際に海外から持ち込まれた遺物であるため、その解明には海外の

研究者との協力が不可欠となる。蒙古襲来についての理解を深めるためにも、引き続き透過X線・ X

線CT調査を行い、出土遺物の解明に努めていく必要性がある。
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表3 出土遺物一覧表
姫神社遺跡第5次調査

鯛五区 遺構名／出土暦

Tl 第 1層

T2 
第 1層

第11層

TS 第 1蔭

T7 SKI 

T8 第1I層

表面採取

讐
•.. , — ニ ・ 哺疇 . ----. 

閲査区 遺溝名／出土層

Tl 第11層

T2 第 1層

T3 
第 1燭

第11層

T4 第 1層

T5 
第11層

第田層

T6 第 1層

T7 
第 1層

第m層

第 1層

TB 第11層

第頂層

T9 
第11屈

第m層

第 1層

TlO 
第11層

第1ll層

排土

表採

栢ノ木遺跡第27次調査

劇査区 遺構名／出士層

Tl 第 1層

T2 第 1層

第 1層

T3 第11層（撹乱）

SXOI 

T4 第 1層

第V層

T5 第 1層

T6 第 1層

第 1層

TS 第u層
第m層

T9 第 1層

TIO 第 1層

Tll 
第 1層

第11層

T12 第 I暦

排土

寺ノ尾A遺跡第 1次飼査ー,皿 I in虹／出暉

出土遺物

obフレイ ク 近世陶磁醤

un即1J瓜
近世陶器

obフレイク 近世陶磁習

近世陶磁器骨片（牛歯）

ob使用痕

近世陶磁器 その他（レンガ）

出土退物

obフレイク その他

obフレイク 近世磁器

obコア obフレイク 。~lil!ITJ痕 obhllエ1iI on打窓~1令須恵器 白磁碗名前脚粋婉

出土遺物

近世磁悶

石鏃近世f3t船
anフレイク 近世磁器

土師器

obフレイク 土師器近世陶磁器その他

anコア土師器近世磁器その他

土師器輸入陶器近世陶磁器瓦Ir
弥生土扮土師器近批陶磁器

須恵器龍泉窯系近世陶悶

弥生．ヒ器

anフレイク 1111チッブ土師器須忠訟龍泉窯系

anコア

obコア anフレイク 滑石製品（勾王） 土師器須恵器

近趾凶磁偽

頚）M悩
1ヽ11フレイク土J)li器近世磁器

obフレイク anコア 土師器須班罰近世磁器

士師骰

弥生土器

obフレイク anコア anフレイク加工痕弥生土器土師器龍泉窯系同安窯系近世磁器石片

出土遭物

ob・anフレイク 土師器龍泉窯系近世磁沿

ob・anフレイク 弥生土器士師器須忠製

oh・anフレイク 弥牛十器龍泉窯高

ob・anフレイク 弥生土器士師器須恵器龍泉窯系近世磁器

ob・anフレイク ob加工痕弥生土器近世陶器

腿泉窯系 r~磁近w:磁器

anフレイク 龍泉窯系近世陶磁儲

近世隕訟

土師器近世陶器瓦片

obフレイク ・瓦11・
ob・anフレイク 土師器須恵器近世陶器

anフレイク

越州窯系龍泉窯系

近世磁器

anフレイク

ob・anフレイク 弥生土器龍泉窯系近世隕器

ob・anフレイク

ob・anフレイ ク 須屈料

mJ: 遺物，

;: I ::: f~;~ イ；世:::磁船．

栢ノ木辿跡第28次調査

調迂区 迫構名/UJ上眉 出J:遭物

Tl 第 1層 obフレイク nnフレイク 仄obフレイク 杯生士器

Tl 第11層 obフレイク anフレイク 登生土岱冑化磁岱

Tl 第III層（阻品） obフレイク Ol¥フレイク 休生土脳

Tl 第1V府｛撹乱） obフレイク 弥生士器

T2 第m屈 obフレイク onフレイク 弥生土器

T3 筍I層 anフレイク

T4 第11泌 obフレイク anフレイク 弥生土器

T5 釘 I層 Uri!!-は船

T6 ffll陪 祈 IIト磁器

T6 第1I層 近II!:磁器

久保園遺跡第 8次調査

亨 I! 『：世磁器

Ill土遠物
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付島遺跡第 2次調査

No 調査区 遺出構土名層／ 種類 器種

I 表採 黒濯石 石迅

2 3元や ~ ャ 山 rr斧

3 表採 患9召石 剥片
~ 

遺出表愕土採名暦／ 

黒U薩石 "''ピ
No 調査区 種類 器種

6 表採 須恵器 不明

G 表採 須恵器 坪身

7 表採 須恵器 不明

8 表採 白磁 碗

0 表採 陶器 碗

栢ノ木遺跡第 26次 調査

No 調査区 開梨 種類 器種

1 TIO 第 1]層 土師器 甕

2 TIO 第 a層 土師器 甕

3 TlO 第m層 土師器 塊

4 TlO 第1lI層 士師器 坑

5 TIO 第m層 士師器 坑

6 TlO 第III層 士師器 坑

7 TIO 第m層 上師器 碗

8 TlO 第m層 土師器 塊

， TIO 第田層 土師器 ミーチュア甕

10 T8  第田層 須恵器 甕

II T7  第 1層 須恵器 線

12 T9  第m層 須恵器 甕

13 T9  第m層 須恵器 甕

14 T!O 第 Il層 土師器 塊

No 調査区 遺出構士名層／ 種類 器種

thJil: Clll位ほcm、g}

lil*艮 凩＊“ 船大

3. 0 I. 6 o. 5 

9. 7 6.:1 1.8 
3. 9 3, 7 1.0 
3 3 2.8 o.a 

む』 1 .11.1.u, l'J:cru) 
ロ 1萎

(5. 6) (I. 9) 

(I. 4) 

(2. 6) 

(2. 6) 

(I. 7) (3.6) 

”鴨＇ は mll'.11玉 心．．墨•

(l4, 6) (5. 0) 

(1_ l) 

15馳 6 7. 1 

(12. 8) (4, 9) 

(l2. 8) (3. 5) 

(14. 0) (4, 0) 

(3. 9) 

(3. 1) 

(4. I) 3, 9 I. 4 

(4 4) 

(4. 6) 

(7. 2) 

(6_ 6) 

(2. 7) 

法糞（出位はcm. g) 

胎士

精緻

111:さ

I, O 

94. 0 
10. 0 
r,, 0 

胎土

やや精緻

やや精緻

やや精緻

精緻

精緻

胎土

精緻

精緻

精緻

精緻

楼緻

精緻

精緻

やや精緻

精緻

精緻

積緻

精緻

栢緻

やや精緻

最大長 1最大幅 l最大序 I !1i: さ

調整

備考

備考

一次/IDユこ
；次加工

調整

外面 回回転転ナナプ
内面 デ
外面回転ナプ
内直i 回転ナデ

1外内面 格同子目タクキ
面 心円文当具痕

外而
内面 一
外面釉
内面釉

糊整

|外内而面 ナプ
ナデヘフケズリ

外面~ ナデ

内面ナデマメッ
外面ヘラケスリ、ナプ
内面 ヘフケズリ後ナナ
外而ナデ
内面ナデ、ユビナデ

外内面面 ナデ、ヘフケズリ
ナデ

外面ナデ、ヘフケズリ
内面ナァ？

1外『k，面本 タナハケ
ナデ

外面マメツ
内面ナデ
外llii ナデ、指頭庄痕
内面ナデ、指頭圧痕
外面ナデ
内面ナチ
外面 クシ描き、沈線
内面ナデ
外面カキメ、格子目11nき
内面同心円文当真痕

外面格子目叩き
内面 ナデ、同心円文当具痕

外面マメッ
内面マメツ

色調

外面 lOY6/2オリ ーヲ灰
内面 10Y6/2オリープ灰色

色調

1外内面面 10¥4/1l灰灰色色
JOY1/ 

1外内面面 2. 5Y4/1焚灰色
2. 5Y6/l灰色

外面 10Y4/I掲色
内oo I 0¥5/1褐色
外而
内而 一

外面 10000//11螂緑灰色色
内i!ii IOG 

色調

I外！包 IOVR77//33にぷ●●い-、t凶'llIltll-色色
内i酎 IOVR ICぷし
外面 2. SYRS/8明赤褐色
内面 2 5YR4/l赤灰色
外面 5YR7 /1明褐灰色
内面 5YR4/8赤褐色
外而 2, 5VR6/8橙色
内而 2. 5YR6/8壁色
外而 6YR7/3にぶい澄色
内而 5YR7 /3にふい橙色
外而. SYRb/れこぶい橙色
内而 5YR7/2明褐灰色
外面 5YR5/1褐灰色
1...,= 5YR7/3にぶい犀，，，

外面 5YR7 /2明褐灰色
内面 s~ 雌/1皮色
外而 7. 5YR4/1褐 灰 色
内而 7. 5YR4/1褐灰色
外面 N"3/暗 灰 色
内面 N3/暗灰色

外面 N6/／灰灰色色
内面 N6 

外面 JOYRon灰灰色色
内面 JOYR6/1 

外面 7. 5Y6/l灰色
内面 N6/灰色

外面 5YR7 /1灰 白 色
内面 5YR7/ l灰白色

備考

備考

備考

備考

子持勾玉 「…バ）I 5, 7 I 3. I I 145. O I 子·~Y l I闘、在孔3ヶ所（いずれも末穿子L)

遺溝名／
出士暦

S X 1 

種類

黒暉石

No I調査区 1屯？屈 I 種類

器種

剥片

器種

21 - 1 sx1 1弥生土器 I 甕ヵ

栢ノ木道跡第は次 ・23次

No 調査区 ill出楕土名屈／ 種類 器種

I T7  第VI層 須恵器 杯蓋：

2 T7  第VI層 須恵器 杯蓋

3 T7  第VD層 須恵器 坪蓋

• T7  第Vil層 須恵器 高坪

5 T2  第 1I層 須恵器 高台付坪身

0 T7  第Vil屈 須恵器 高坪

7 T7  第 V層 須恵器 向坪

8 Tll 第m層 土師器 杯身

， 
T7  第VI層 瓦器 碗

10 T7  第 V層 須恵器 杯

11 T7  第VI層 磁器 碗

r1,1 
ロ9泥

(12 4) 

(10. 0) 

備考

二次加工

調整 備考

Oil伯：t:lcロ）
胎土 調整謁謀 底fl': 色調 備考

(3, 7) 精緻 |タ内ト而面 ナプ、 仏郷
ナデ

1外而 7, 5YRにぶいヽ痘橙
内面 7. 5YRにぷ9

(!, 7) 精緻
外面回転ヘフケズリ 外面 SVR4/l褐灰色

「V 」ヘラ記号内而回転ナデ 内面 5YR4/1褐灰色

(3. 5) 精緻
外面ナデ 外面 6VR4/6赤褐色
内面ナチ 内而 5YR4/6赤褐色

(4. 6) 精緻
外面ナプ、カキメ 外面 7, 5Y5/l灰色
内面ナデ 内面 7, 5Y7/! 灰 白 色

(1,8) (8. 0) 精緻
外而ナァ 外面 5YR6/l褐灰色
内面ナデ 内面 5双 7/1明褐灰色．

fl<_」ヘラ記号

(I. 8) 精緻 内外面面 回回転転ナナデデ
外面 5Y6/l灰色
内面 5Y6/J灰色

(4. 5) 精緻 1内外面面 カ向にキナメデ、ナデ 外面 NS/ 仄色
内 f,i Nii/ ><'<、,. 「ヽ Jヘラ記号

(I. 5) (6.6) 精緻 I外六面而 ナナデデ・ 1外内面而 5YR6/5橙色
5¥R6/5耀色

{1, 7) (5. 2) 楼緻 1外内而而 →ミ—-ガキ 外面 2, SYZ/1黒色
I""示 2. 5Y2/l黒色

(I. 3) 
外面回転ヘフケス＇ リ．

外面 6Y7/1灰白精緻 回転ナデ
内面回転ナデ

内面 5Y7/1灰白

(2. 2) (9. 8) 外面釉
外面 7. 5GY6/1緑灰、

内面釉 7 5YR3/4暗褐色
内面 7. 5GY6/J緑灰

※T7は18次、 T7以外は23次出土遺物
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図版 1

姫神社遺跡5次T1完掘状況（南から）

姫神社遺跡5次T7完掘状況（西から）
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• 姫神社遺跡 5次T2完掘状況（南から）
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姫神社遺跡5次T7SK1牛歯出土状況

青島遺跡2次遠景 青島遺跡2次T2完掘状況（北から）
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栢ノ木遺跡26次遠景 栢ノ木遺跡26次T5完掘状況（北から）
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図版2
·、~-~-

｀ 栢ノ木遺跡26次TB第m層検出状況（西から）
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El 

栢ノ木遺跡26次T9完掘状況（南から）

久保園遺跡（隣接地）作業風景

栢ノ木遺跡26次 TB第m層

滑石製子持勾玉出土状況

栢ノ木遺跡26次TlO完掘状況（西から）
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＂りし
.‘ 

久保園遺跡（隣接地） T2完掘状況（西から）

栢ノ木遺跡27次遠景 栢ノ木遺跡27次T2完掘状況（北から）
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図版3
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栢ノ木遺跡27次T3完掘状況（南から）

寺ノ尾A遺跡 1次T3完掘状況（南から）

栢ノ木遺跡28次T1完掘状況（東から）

久保園遺跡 8次作業風景

栢ノ木遺跡27次T4完掘状況（北から）
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寺ノ尾A遺跡 1次T5完掘状況（北から）

直
栢ノ木遺跡28次T3完掘状況（東から）

Ill,, 噌

忍・

ず
久保園遺跡 8次T1完掘状況（東から）
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図版 4
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姫神社遺跡 5次出土遺物① 姫神社遺跡 5次出土遺物②
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姫神社遺跡 5次出土遺物③ 青島遺跡 2次出土遺物

4
 

栢ノ木遺跡26次出土遺物① 栢ノ木遺跡26次出土遺物② 栢ノ木遺跡26次出土遺物③
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栢ノ木遺跡26次出土遺物④

2
 ，

 
10 11 12 

13 14 

栢ノ木遺跡26次出土遺物⑥

栢ノ木遺跡26次出土遺物⑤

15 

栢ノ木遺跡26次出土遺物⑦
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図版 5
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栢ノ木遺跡27次SX1出土遺物
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栢ノ木遺跡18次・ 23次出土遺物
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久保園遺跡3号甕棺 久保園遺跡4号甕棺
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種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
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